
                                    神奈川県立中原養護学校

ア　項目 イ　目標 ウ　行動計画 エ　検証・評価・次年度に向けた対応

⑦公務外非行の防止 ・勤務時間外においても公務員としての自覚
をもって行動する。
・法令遵守を徹底する。

１.公務外でも教員としてふさわしい行動を意識する。
２.それぞれが自覚を持って行動する。また、何か気が付いたと
きには声を掛け合う。

１.２.教育公務員としてそれぞれの教員が意識して行動をした。
○引き続き、法令を遵守して行動をする。

⑧政治的中立性の厳守 ・公務員として政治的中立を意識し、適切公
正に行動する。

１.政治参加教育では、特に政治的中立を意識した教育を行う。
２.一人ひとりが公務員であることを自覚して行動する。

１.２政治参加教育を指導する立場で考えることができ、適切に行動できた。
○引き続き、自覚をもって行動をする。

１.職員間で十分に話し合い、役割分担をしながら、協力し合える職場環境で
あった。チームでの業務遂行の良さをいかすことができた。
２.保護者と丁寧に対話し、教育活動に御理解をいただきながら、日々の指導
に取り組むことができた。
３.耐震工事の状況にあわせて、最善の方法で、安心・安全な教育環境の整備
を継続することができた。
〇今後もより良い業務執行体制を考えて実行していく。

⑥交通事故、酒酔い
酒気帯び運転防止

・交通事故の未然防止に努める。
・社会規範の遵守に努める。

１.時間に余裕をもって行動する。
２.繰り返し啓発し、飲酒運転等が与える社会的影響等を再確認
する。

１.２.教育公務員としてそれぞれの教員が意識して行動をした。
○引き続き、法令を遵守して行動をする。

令和３年度不祥事ゼロプログラム検証

①入学者選抜、成績処理及び進路関
係書類の作成及び取扱いに係る事故
防止、個人情報等管理

・個人情報について理解を深め、個人情報を
保護するとともに適切に扱う。
・teamsの活用を拡大する。
・携帯電話における情報管理を徹底する。
・個人情報の取扱に注意する。

１.個人情報は、赤ファイルを使用する。必ず手渡しを行うか、
もしくは鍵のかかるロッカーに保管して閲覧することを徹底
し、紛失を防ぐ。
２.個人情報は持ち出さない。コピーは最小限に留め、適切に管
理する。また、やむを得ず校外に持ち出す際は、適切な手続き
のもと、最小限の情報にして、紛失防止に細心の注意を払う。
３.携帯電話に児童・生徒の個人情報を登録する際は、規定に従
い適切に管理する。
４.重要データは暗号化ファイルサーバー内で作業する。

１.赤ファイルの使用は徹底できたが、閲覧時の規則については守れていない
こともあった。個人情報の紛失はなかった。
２.個人情報のコピーは最小限にして、持ち出しについては手続きを経て安全
に行うことができた。
３.携帯電話への個人情報登録については、規定に従い取り扱うことができ
た。
４.暗号化サーバで対策重要度の高い電子データを安全に取り扱うことができ
た。
〇今後も重要情報を扱う意識を持ち、適切に管理をして取り扱うように周知
徹底する。

〇　令和３年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和４年度に取組むべき課題（学校長意見）
概ね目標は達成できていた。取組むべき課題は、①個人情報の適切な管理、②人権を尊重した児童・生徒の呼称、③私費会計予算の計画的な執行、以上３点を挙げる。

②ハラスメント行為（セクハラ、マ
タハラ、パワハラ、わいせつ等）の
防止

・人権に配慮した職場環境づくりを行う。
・人権に配慮した指導を行う。
・児童・生徒とのＳＮＳ通信を行わない。

１.職員間においても、性別、年齢、勤務形態等を揶揄するよう
な発言は慎む。
２.異性の生徒と近い距離で指導する場合は、複数の教員での指
導を基本とする。
３.発達の段階に応じた同性介助を徹底する。
４.ＳＮＳで児童・生徒との通信は行わない。
５.研修会を実施する。

１.職員間においても、相手を揶揄するような発言は意識して慎むことができ
た。また、疑わしい発言を耳にしたときには、周りの人が声に出して意識し
合うことができた。
２.異性の生徒と近い距離で指導する場合は、複数の教員での指導を心掛けて
行った。
３.小学部では、男性教員が少ないために同性介助できない場面があったが、
中学部、高等部では徹底できた。
４.ＳＮＳで児童・生徒と通信は行わなかった。
５.不祥事防止研修（わいせつ、公務外非行）を行った。
○今後も人権に配慮した指導を徹底する。

③体罰･不適切な指導の根絶 ・児童・生徒に対する適切な呼称や言葉遣い
をする。
・児童・生徒に対して障害や行動特性の実態
に応じた丁寧な指導を行う。
・児童・生徒に対して、年齢に応じた対応を
行う。

１.児童・生徒の呼称は、「さん」付けを基本とする。
２.日々の学習活動で体罰や不適切な指導に発展するような違和
感があったら、教員同士ですぐに注意し合い、改善を行えるよ
うな環境を作る。
３.児童・生徒理解に努め、人権を尊重し、年齢に応じた指導を
行う。
４.研修会を実施する。

１.児童・生徒の呼称について、小学部、中学部において、「さん」付けでな
く、「ちゃん」「くん」付けで行われる場面があった。高等部については
「さん」付けが概ねできていた。
２.３．指導する立場であることを常に意識し、発言や関わり方について、ク
ラス、学年、学部とお互いに声を掛け合うことができる職場環境づくりに努
めた。
４.学部ごとに体罰不適切指導防止研修を行い、人権に配慮した指導について
考える機会をもった。
○今後も体罰･不適切な指導の根絶を徹底する。

④適正な経理処理(公費、私費管理) ・授業計画に基づいて適正な執行を行うとと
もに定期的な点検を実施する。
・『私費会計事務処理の手引(改訂版)』に
沿った会計処理を行う。
・やむを得ず立替払いをする場合は、事前に
副校長の許可を得てから購入する。

１.年間を通して、計画的に執行する。学年会計担当者が執行状
況の確認を毎月行う。
２.授業での使用目的や必要性を明確にしてから購入する。
３.「手引き」に基づき、適切に処理する。
４.研修会を実施する。

１.年度末になって大量の支出を行う学年会計があり、予算を計画的に執行で
きていなかった。毎月の確認作業が曖昧に行われた。
２.必要があるときは支出伺いに学習指導案を添付し、授業計画に基づいてい
るかを確認した。
３.「手引き」に従い、概ね適切に処理することができた。
４.研修会を実施した。
〇年度当初の授業計画作成時に予算執行の見通しを立て、適切で計画的な執
行を心掛ける。

⑤業務執行体制の確保 ・チームでの業務推進の良さをいかせるよう
な職場環境を作る。
・保護者の信頼を得られるような業務執行を
行う。
・耐震化工事中においても安心・安全な教育
環境の整備を継続する

１.職員間の共通理解を図るために、十分なコミュニケーション
を図り、系統的な指導環境や意思決定を行い、共有する仕組を
作る。
２.日ごろから、保護者とのコミュニケーションを図るともに、
説明責任を果たしながら、日々の指導に取組む。
３.耐震化工事の進捗状況に応じ、できるだけ計画的に教育環境
の整備を行う。


